
JP 2009-89907 A 2009.4.30

(57)【要約】
【課題】内蔵バッテリの消耗を従来に比べて抑制可能な
生体情報取得装置等を提供する。
【解決手段】本発明の生体情報取得装置は、生体内にお
いて生体情報を取得する生体情報取得部と、生体情報を
無線により生体外へ伝送する無線伝送部と、生体情報取
得部及び無線伝送部の駆動電力を供給する電源部と、外
部からの磁界を検知し、検知結果を電気信号として出力
する磁界検知部と、電気信号に基づき、電源部から生体
情報取得部及び無線伝送部へ供給される駆動電力の供給
状態を制御する電力供給制御部と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体内において生体情報を取得する生体情報取得部と、
　前記生体情報を無線により前記生体外へ伝送する無線伝送部と、
　前記生体情報取得部及び前記無線伝送部の駆動電力を供給する電源部と、
　外部からの磁界を検知し、検知結果を電気信号として出力する磁界検知部と、
　前記電気信号に基づき、前記電源部から前記生体情報取得部及び前記無線伝送部へ供給
される駆動電力の供給状態を制御する電力供給制御部と、
　を有することを特徴とする生体情報取得装置。
【請求項２】
　前記磁界検知部は、外部からの交流磁界を検知した際に前記電気信号を出力することを
特徴とする請求項１に記載の生体情報取得装置。
【請求項３】
　前記電力供給制御部は、前記電気信号に基づき、前記電源部から前記生体情報取得部及
び前記無線伝送部への駆動電力の供給開始及び供給停止を切り替えるスイッチ部であるこ
とを特徴とする請求項１または請求項２に記載の生体情報取得装置。
【請求項４】
　前記電気信号は、前記スイッチ部のオン及びオフを制御するための信号であることを特
徴とする請求項３に記載の生体情報取得装置。
【請求項５】
　前記磁界検知部は、外部からの交流磁界に応じて両端に電位差を生じるコイルを含むこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一に記載の生体情報取得装置。
【請求項６】
　前記磁界検知部を複数有することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか一に記
載の生体情報取得装置。
【請求項７】
　前記生体情報取得装置は、カプセル型内視鏡であることを特徴とする請求項１乃至請求
項６のいずれか一に記載の生体情報取得装置。
【請求項８】
　生体内において生体情報を取得する生体情報取得部と、前記生体情報を無線により前記
生体外へ伝送する無線伝送部と、前記生体情報取得部及び前記無線伝送部の駆動電力を供
給する電源部と、外部からの磁界を検知し、検知結果を電気信号として出力する磁界検知
部と、前記電気信号に基づき、前記電源部から前記生体情報取得部及び前記無線伝送部へ
供給される駆動電力の供給状態を制御する電力供給制御部と、を具備する生体情報取得装
置と、
　前記生体情報取得装置の外部において交流磁界を発する磁界発生部と、
　を有することを特徴とする生体観察システム。
【請求項９】
　前記磁界検知部は、前記磁界発生部から発せられる交流磁界を検知した際に前記電気信
号を出力することを特徴とする請求項８に記載の生体観察システム。
【請求項１０】
　前記電力供給制御部は、前記電気信号に基づき、前記電源部から前記生体情報取得部及
び前記無線伝送部への駆動電力の供給開始及び供給停止を切り替えるスイッチ部であるこ
とを特徴とする請求項８または請求項９に記載の生体観察システム。
【請求項１１】
　前記電気信号は、前記スイッチ部のオン及びオフを制御するための信号であることを特
徴とする請求項１０に記載の生体観察システム。
【請求項１２】
　前記磁界検知部は、前記磁界発生部から発せられる交流磁界に応じて両端に電位差を生
じるコイルを含むことを特徴とする請求項８乃至請求項１１のいずれか一に記載の生体観
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察システム。
【請求項１３】
　前記磁界検知部を複数有することを特徴とする請求項８乃至請求項１２のいずれか一に
記載の生体観察システム。
【請求項１４】
　前記磁界発生部を複数有することを特徴とする請求項８乃至請求項１１のいずれか一に
記載の生体観察システム。
【請求項１５】
　前記生体情報取得装置は、カプセル型内視鏡であることを特徴とする請求項８乃至請求
項１４のいずれか一に記載の生体観察システム。
【請求項１６】
　前記請求項８乃至請求項１５のいずれか一に記載の生体観察システムを駆動するための
方法において、前記磁界発生部から断続的に発せられる交流磁界に応じ、前記生体情報取
得装置の電源状態がオンまたはオフに切り替わることを特徴とする生体観察システムの駆
動方法。
【請求項１７】
　前記請求項８乃至請求項１５のいずれか一に記載の生体観察システムを駆動するための
方法において、前記磁界発生部から交流磁界が発せられている期間のみ、前記生体情報取
得装置の電源がオンされることを特徴とする生体観察システムの駆動方法。
【請求項１８】
　前記請求項８乃至請求項１５のいずれか一に記載の生体観察システムを駆動するための
方法において、前記磁界発生部から交流磁界が発せられる度に、前記生体情報取得装置の
電源状態がオンまたはオフに切り替えられることを特徴とする生体観察システムの駆動方
法。
【請求項１９】
　前記請求項８乃至請求項１５のいずれか一に記載の生体観察システムを駆動するための
方法において、前記磁界発生部から断続的に発せられる、周波数の漸次変化を伴う交流磁
界に応じ、前記生体情報取得装置の電源状態がオンまたはオフに切り替えられることを特
徴とする生体観察システムの駆動方法。
【請求項２０】
　前記生体情報取得装置は、前記交流磁界の印加により前記生体外においてオンされるこ
とを特徴とする前記請求項１６乃至請求項１９のいずれか一に記載の生体観察システムの
駆動方法。
【請求項２１】
　前記生体情報取得装置は、カプセル型内視鏡であることを特徴とする前記請求項１６乃
至請求項２０のいずれか一に記載の生体観察システムの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体情報取得装置、生体観察システム及び生体観察システムの駆動方法に関
し、特に、電池等からなる電源部を具備した生体情報取得装置、生体観察システム及び生
体観察システムの駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、医療分野等において従来広く用いられている。特に、医療分野における内視
鏡は、生体内の観察等の用途において主に用いられている。そして、前述した内視鏡の種
類の１つとして、被検者が嚥下することにより体腔内に配置され、蠕動運動に伴って該体
腔内を移動しつつ被写体の像を撮像し、撮像した該被写体の像を撮像信号として外部に無
線伝送可能なカプセル型内視鏡が近年提案されている。
【０００３】
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　前述したカプセル型内視鏡と略同様の機能を有する装置としては、例えば、特許文献１
に提案されているものがある。
【０００４】
　特許文献１には、磁界中に置かれた状態において接点が開くリードスイッチを非接触型
の電源スイッチとして用いたカプセル内視鏡の構成が記載されている。そして、特許文献
１に記載のカプセル内視鏡は、前記リードスイッチを具備することにより、例えば、磁石
を備えた梱包箱または収納ケースに収納されている場合には、前記リードスイッチの接点
が開くことにより電源がオフし、かつ、該梱包箱または該収納ケースから取り出された場
合に、前記リードスイッチの接点が閉じることにより電源がオンするように構成されてい
る。
【特許文献１】特開２００１－２２４５５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１のカプセル内視鏡は、磁石を備えた梱包箱または収納ケースから取
り出すとともに電源がオンされる構成であるため、カプセル内視鏡を生体内に配置する事
前の段階において内蔵バッテリの消耗が始まってしまう。その結果、特許文献１のカプセ
ル内視鏡は、生体内の所望の部位に到達する以前に、内蔵バッテリの残量が該所望の部位
の撮像が不可能な程度に低下してしまうことにより、該所望の部位の観察を行うことがで
きない場合がある、という課題を有している。
【０００６】
　また、一旦電源がオンされた後において特許文献１のカプセル内視鏡の電源を再度オフ
するには、リードスイッチの向きに合った所定の強さ以上の磁界を、永久磁石等を用いつ
つ該カプセル内視鏡に対して印加する必要がある。すなわち、特許文献１のカプセル内視
鏡は、一旦電源がオンされた後、再度電源をオフする場合に煩雑な操作が必要となってし
まう、という課題を有している。
【０００７】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたものであり、電源のオンオフの切り替えを容
易に行うことが可能であるため、内蔵バッテリの消耗を従来に比べて抑制可能な生体情報
取得装置、生体観察システム及び生体観察システムの駆動方法を提供することを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明における生体情報取得装置は、生体内において生体情報を取得する生体情報取得
部と、前記生体情報を無線により前記生体外へ伝送する無線伝送部と、前記生体情報取得
部及び前記無線伝送部の駆動電力を供給する電源部と、外部からの磁界を検知し、検知結
果を電気信号として出力する磁界検知部と、前記電気信号に基づき、前記電源部から前記
生体情報取得部及び前記無線伝送部へ供給される駆動電力の供給状態を制御する電力供給
制御部と、を有することを特徴とする。
【０００９】
　本発明における生体観察システムは、生体内において生体情報を取得する生体情報取得
部と、前記生体情報を無線により前記生体外へ伝送する無線伝送部と、前記生体情報取得
部及び前記無線伝送部の駆動電力を供給する電源部と、外部からの磁界を検知し、検知結
果を電気信号として出力する磁界検知部と、前記電気信号に基づき、前記電源部から前記
生体情報取得部及び前記無線伝送部へ供給される駆動電力の供給状態を制御する電力供給
制御部と、を具備する生体情報取得装置と、前記生体情報取得装置の外部において交流磁
界を発する磁界発生部と、を有することを特徴とする。
【００１０】
　本発明における生体観察システムの駆動方法は、生体内において生体情報を取得する生
体情報取得部と、前記生体情報を無線により前記生体外へ伝送する無線伝送部と、前記生
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体情報取得部及び前記無線伝送部の駆動電力を供給する電源部と、外部からの磁界を検知
し、検知結果を電気信号として出力する磁界検知部と、前記電気信号に基づき、前記電源
部から前記生体情報取得部及び前記無線伝送部へ供給される駆動電力の供給状態を制御す
る電力供給制御部と、を具備する生体情報取得装置と、前記生体情報取得装置の外部にお
いて交流磁界を発する磁界発生部と、を少なくとも有する生体観察システムを駆動するた
めの方法において、前記磁界発生部から断続的に発せられる交流磁界に応じ、前記生体情
報取得装置の電源状態がオンまたはオフに切り替わることを特徴とする。
【００１１】
　本発明における生体観察システムの駆動方法は、生体内において生体情報を取得する生
体情報取得部と、前記生体情報を無線により前記生体外へ伝送する無線伝送部と、前記生
体情報取得部及び前記無線伝送部の駆動電力を供給する電源部と、外部からの磁界を検知
し、検知結果を電気信号として出力する磁界検知部と、前記電気信号に基づき、前記電源
部から前記生体情報取得部及び前記無線伝送部へ供給される駆動電力の供給状態を制御す
る電力供給制御部と、を具備する生体情報取得装置と、前記生体情報取得装置の外部にお
いて交流磁界を発する磁界発生部と、を少なくとも有する生体観察システムを駆動するた
めの方法において、前記磁界発生部から交流磁界が発せられている期間のみ、前記生体情
報取得装置の電源がオンされることを特徴とする。
【００１２】
　本発明における生体観察システムの駆動方法は、生体内において生体情報を取得する生
体情報取得部と、前記生体情報を無線により前記生体外へ伝送する無線伝送部と、前記生
体情報取得部及び前記無線伝送部の駆動電力を供給する電源部と、外部からの磁界を検知
し、検知結果を電気信号として出力する磁界検知部と、前記電気信号に基づき、前記電源
部から前記生体情報取得部及び前記無線伝送部へ供給される駆動電力の供給状態を制御す
る電力供給制御部と、を具備する生体情報取得装置と、前記生体情報取得装置の外部にお
いて交流磁界を発する磁界発生部と、を少なくとも有する生体観察システムを駆動するた
めの方法において、前記磁界発生部から交流磁界が発せられる度に、前記生体情報取得装
置の電源状態がオンまたはオフに切り替えられることを特徴とする。
【００１３】
　本発明における生体観察システムの駆動方法は、生体内において生体情報を取得する生
体情報取得部と、前記生体情報を無線により前記生体外へ伝送する無線伝送部と、前記生
体情報取得部及び前記無線伝送部の駆動電力を供給する電源部と、外部からの磁界を検知
し、検知結果を電気信号として出力する磁界検知部と、前記電気信号に基づき、前記電源
部から前記生体情報取得部及び前記無線伝送部へ供給される駆動電力の供給状態を制御す
る電力供給制御部と、を具備する生体情報取得装置と、前記生体情報取得装置の外部にお
いて交流磁界を発する磁界発生部と、を少なくとも有する生体観察システムを駆動するた
めの方法において、前記磁界発生部から断続的に発せられる、周波数の漸次変化を伴う交
流磁界に応じ、前記生体情報取得装置の電源状態がオンまたはオフに切り替えられること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明における生体情報取得装置、生体観察システム及び生体観察システムの駆動方法
によると、電源のオンオフの切り替えを容易に行うことが可能であるため、内蔵バッテリ
の消耗を従来に比べて抑制可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１６】
（第１の実施形態）
　図１から図３は、本発明の第１の実施形態に係るものである。図１は、第１の実施形態
における生体観察システムの要部の構成を示す図である。図２は、第１の実施形態におけ
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る、電力供給部及び磁界検知部の具体的な構成の一例を示す図である。図３は、第１の実
施形態における、電力供給部及び磁界検知部の動作と、カプセル型内視鏡の電源状態との
相関を示す図である。
【００１７】
　生体観察システム１０１は、図１に示すように、生体内に配置可能な寸法及び形状等を
有して構成されるカプセル型内視鏡１と、カプセル型内視鏡１の外部において交流磁界を
発する磁界発生部７と、を具備している。
【００１８】
　磁界発生部７は、例えば、ユーザの図示しないスイッチ等の操作に応じて、磁界の発生
状態をオンまたはオフのいずれかに切り替えることが可能な構成を有している。
【００１９】
　カプセル型内視鏡１は、図１に示すように、生体内の被写体を照明するための照明光を
発する照明部２と、照明部２により照明された被写体を撮像し、撮像信号として出力する
撮像部３と、撮像部３から出力される撮像信号を無線により生体外へ伝送する無線伝送部
４と、照明部２、撮像部３及び無線伝送部４の各部の駆動に要する駆動電力を供給する電
力供給部５と、磁界発生部７において発せられた交流磁界を検知可能な磁界検知部６と、
を内部に有している。
【００２０】
　すなわち、本実施形態における生体情報取得部は、照明部２及び撮像部３を有して構成
されている。
【００２１】
　電力供給部５は、図２に示すように、電池等からなる電源部８と、Ｐチャネル型ＦＥＴ
９と、磁界検知部６からの出力信号を反転するインバータ１０と、を有して構成されてい
る。
【００２２】
　電力供給制御部及びスイッチ部としての機能を有するＰチャネル型ＦＥＴ９は、ソース
が電源部８に接続され、ゲートがインバータ１０の出力端に接続されるとともに、ドレイ
ンが照明部２、撮像部３及び無線伝送部４に各々接続されている。
【００２３】
　なお、電力供給部５は、Ｐチャネル型ＦＥＴ９を用いて構成されるものに限らず、同様
なスイッチング機能を有する電子スイッチ等を用いて構成されるものであっても良い。
【００２４】
　磁界検知部６は、磁界発生部７において発せられた交流磁界に応じた電気信号を出力す
る磁界検知用コイル１１と、磁界検知用コイル１１から出力される該電気信号を整流しつ
つ出力する整流部１８と、抵抗１４と、共振用コンデンサ１６と、を有して構成されてい
る。
【００２５】
　なお、磁界検知用コイル１１は、例えばソレノイド型コイルまたは平面コイル等からな
るものであっても良く、カプセル型内視鏡１に配置可能な形状である限りにおいては、如
何なる形状を有するものであっても良い。
【００２６】
　整流部１８は、入力端が磁界検知用コイル１１の出力端に接続されたダイオード１２と
、ダイオード１２から出力される電気信号を平滑化する平滑コンデンサ１３と、を有して
いる。なお、本実施形態における整流部１８は、半波整流を行うものに限らず、全波整流
を行うものであっても良い。
【００２７】
　抵抗１４は、ダイオード１２の出力端において、平滑コンデンサ１３に対して並列に接
続されている。
【００２８】
　共振用コンデンサ１６は、ダイオード１２の入力端において、磁界検知用コイル１１に
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対して並列に接続されている。
【００２９】
　ここで、本実施形態における電力供給部５及び磁界検知部６の動作について説明を行う
。
【００３０】
　まず、時刻ｔ１のタイミングにおいて磁界発生部７から交流磁界が発せられると、電磁
誘導による電位差が磁界検知用コイル１１の両端に発生するとともに、該電位差に応じた
交流の電気信号が整流部１８へ出力される。
【００３１】
　そして、磁界検知用コイル１１から出力された交流の電気信号は、整流部１８において
整流されることにより、直流の電気信号に変換されつつインバータ１０の入力端へ出力さ
れる。このとき、図３に示すように、インバータ１０の入力端側のノードＮ１における信
号レベルがハイ（以降、Ｈと称する）レベルになることに伴い、インバータ１０の出力端
側のノードＮ２における信号レベルがロー（以降、Ｌと称する）レベルになる。
【００３２】
　ノードＮ２における信号レベルがＬレベルになると、Ｐチャネル型ＦＥＴ９がオン状態
となるため、電源部８から照明部２、撮像部３及び無線伝送部４の各部への駆動電力の供
給が開始され、カプセル型内視鏡１の電源がオンされる。
【００３３】
　その後、時刻ｔ２のタイミングにおいて磁界発生部７における交流磁界の発生が停止さ
れると、平滑用コンデンサ１３に蓄積されていた電荷が抵抗１４を介して放電されること
に伴い、図３に示すように、ノードＮ１における信号レベルがＬレベルになるとともに、
ノードＮ２における信号レベルがＨレベルになる。
【００３４】
　ノードＮ２における信号レベルがＨレベルになると、Ｐチャネル型ＦＥＴ９がオフ状態
となるため、電源部８から照明部２、撮像部３及び無線伝送部４の各部への駆動電力の供
給が停止され、カプセル型内視鏡１の電源がオフされる。
【００３５】
　そして、時刻ｔ３のタイミングにおいて磁界発生部７から再度交流磁界が発せられると
、前述した動作によりカプセル型内視鏡１の電源がオンされ、以降同様の動作が繰り返さ
れる。
【００３６】
　すなわち、本実施形態のカプセル型内視鏡１は、磁界発生部７から交流磁界が発せられ
ている期間Ｔ１において電源がオンし、また、磁界発生部７から交流磁界が発せられてい
ない期間Ｔ２において電源がオフする、という構成を有している。
【００３７】
　ところで、磁界検知用コイル１１は、共振用コンデンサ１６とともに共振回路を構成し
ている。そのため、本実施形態においては、前記共振回路における共振周波数を磁界発生
部７から発生される交流磁界の周波数に合わせることにより、磁界発生部７から発せられ
る交流磁界に対する検知感度を向上させつつ、意図しない外乱磁場に対する検知感度を低
下させることができ、その結果、カプセル型内視鏡１の電源のオンオフの切り替えを確実
に行えるような、安定した制御が可能となる。
【００３８】
　なお、本実施形態のカプセル型内視鏡１は、ノードＮ１の過度な電位上昇を抑制するた
めの構成として、例えば、リミッタ回路をさらに有して構成されるものであっても良い。
【００３９】
　次に、前述した動作を行うカプセル型内視鏡１を用いた観察等についての説明を行う。
【００４０】
　まず、ユーザは、磁石を具備しない梱包箱または収納ケースに収納されたカプセル型内
視鏡１を取り出す。



(8) JP 2009-89907 A 2009.4.30

10

20

30

40

50

【００４１】
　そして、ユーザは、磁界発生部７から発せられる交流磁界によりカプセル型内視鏡１の
電源をオンし、カプセル型内視鏡１の動作確認を行った後、経口により被験者の体内にカ
プセル型内視鏡１を配置する。
【００４２】
　なお、本実施形態においては、梱包箱または収納ケースから取り出した後にカプセル型
内視鏡１の電源をオンするものに限らず、例えば、梱包箱または収納ケースに収納された
状態のカプセル型内視鏡１に交流磁界を印加することにより、カプセル型内視鏡１の電源
をオンするものであっても良い。
【００４３】
　さらに、本実施形態においては、被験者の体内にカプセル型内視鏡１を配置した後、電
源をオンし続けることができるとともに、磁界発生部７から発せられる交流磁界により電
源のオンオフを適宜切り替えることもできる。具体的には、例えば、観察等が必要ない部
位を通過している際には、磁界発生部７における交流磁界の発生を停止させることにより
カプセル型内視鏡１の電源をオフし、所望の観察部位に到達した際に、磁界発生部７から
交流磁界を発生させることによりカプセル型内視鏡１の電源をオンするような制御（また
は操作）が可能である。
【００４４】
　以上に述べたように、本実施形態の生体観察システム１０１は、ユーザの所望のタイミ
ングにおいて、カプセル型内視鏡１の電源のオンオフを容易に切り替えることが可能な構
成を有している。これにより、本実施形態の生体観察システム１０１は、内蔵バッテリの
消耗を従来に比べて抑制可能であるとともに、所望の部位の観察をより確実に行うことを
可能としている。
【００４５】
（第２の実施形態）
　図４及び図５は、本発明の第２の実施形態に係るものである。図４は、第２の実施形態
における、電力供給部及び磁界検知部の具体的な構成の一例を示す図である。図５は、第
２の実施形態における、電力供給部及び磁界検知部の動作と、カプセル型内視鏡の電源状
態との相関を示す図である。
【００４６】
　なお、以降の説明において、第１の実施形態と同様の構成を持つ部分については、詳細
な説明を省略する。また、本実施形態においては、第１の実施形態と異なる部分について
主に説明を行うものとする。
【００４７】
　本実施形態の電力供給部５Ａは、図４に示すように、電源部８と、磁界検知部６からの
出力信号を２分周する分周回路１５と、Ｐチャネル型ＦＥＴ９Ａと、を有して構成されて
いる。
【００４８】
　電力供給制御部及びスイッチ部としての機能を有するＰチャネル型ＦＥＴ９Ａは、ソー
スが電源部８に接続され、ゲートが分周回路１５の出力端に接続されるとともに、ドレイ
ンが照明部２、撮像部３及び無線伝送部４に各々接続されている。
【００４９】
　ここで、本実施形態における電力供給部５Ａ及び磁界検知部６の動作について説明を行
う。
【００５０】
　まず、時刻ｔ１１のタイミングにおいて磁界発生部７から交流磁界が発せられると、電
磁誘導による電位差が磁界検知用コイル１１の両端に発生するとともに、該電位差に応じ
た交流の電気信号が整流部１８へ出力される。
【００５１】
　そして、磁界検知用コイル１１から出力された交流の電気信号は、整流部１８において
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整流されることにより、直流の電気信号に変換されつつ分周回路１５の入力端へ出力され
る。このとき、図５に示すように、分周回路１５の入力端側のノードＮ３における信号レ
ベルがＨレベルになる。その後、時刻ｔ１２のタイミングにおいて磁界発生部７における
交流磁界の発生が停止されると、平滑用コンデンサ１３に蓄積されていた電荷が抵抗１４
を介して放電されることに伴い、図５に示すように、ノードＮ３における信号レベルがＬ
レベルになる。
【００５２】
　すなわち、ノードＮ３における信号レベルは、磁界発生部７から交流磁界が発せられて
いる期間Ｔ１１においてＨレベルとなり、また、磁界発生部７から交流磁界が発せられて
いない期間Ｔ１２においてＬレベルとなる。
【００５３】
　一方、分周回路１５の出力端側のノードＮ４は、磁界検知部６からの出力信号に応じ、
図５に示す時刻ｔ１１から時刻ｔ１３までの期間（期間Ｔ１３）においてＬレベルとなり
、また、図５に示す時刻ｔ１３から（時刻ｔ１４を経た後の）時刻ｔ１５までの期間（期
間Ｔ１４）においてＨレベルとなる。
【００５４】
　そして、ノードＮ４における信号レベルがＬレベルになると、Ｐチャネル型ＦＥＴ９Ａ
がオン状態となるため、電源部８から照明部２、撮像部３及び無線伝送部４の各部への駆
動電力の供給が開始され、時刻ｔ１１から時刻ｔ１３までの期間（換言すると期間Ｔ１３
の間）カプセル型内視鏡１の電源がオンされる。また、ノードＮ４における信号レベルが
Ｈレベルになると、Ｐチャネル型ＦＥＴ９Ａがオフ状態となるため、電源部８から照明部
２、撮像部３及び無線伝送部４の各部への駆動電力の供給が停止され、時刻ｔ１３から時
刻ｔ１５までの期間（換言すると期間Ｔ１４の間）カプセル型内視鏡１の電源がオフされ
る。
【００５５】
　なお、電力供給部５Ａを有する本実施形態のカプセル型内視鏡１を用いた観察等につい
ての説明は、第１の実施形態において述べた手順と同様の手順により実施可能であるため
、本実施形態における説明は省略する。
【００５６】
　以上に述べたように、電力供給部５Ａを有する本実施形態のカプセル型内視鏡１は、磁
界発生部７から交流磁界が発生される毎に電源のオンオフが切り替わる、という構成を有
している。これにより、電力供給部５Ａを有する本実施形態のカプセル型内視鏡１は、ご
く短い時間の交流磁界の印加により電源のオンオフを切り替えることができる。その結果
、電力供給部５Ａを有する本実施形態のカプセル型内視鏡１は、第１の実施形態において
述べた効果に加え、ユーザ及び被験者への負担を軽減することができる、という効果をさ
らに発揮する。
【００５７】
　なお、以上に述べた各実施形態において、生体観察システム１０１は、磁界発生部７を
１つだけ具備して構成されるものに限らず、磁界発生部７を複数具備して構成されるもの
であっても良い。
【００５８】
　具体的には、生体観察システム１０１は、例えば、交流磁界の発生方向が相互に直交す
るように配置された、３個の磁界発生部７を具備して構成されるものであっても良い。
【００５９】
　そして、生体観察システム１０１は、前述したような３個の磁界発生部７を具備して構
成されることにより、カプセル型内視鏡１において効率的に交流磁界の検知を行うことが
できる。
【００６０】
（第３の実施形態）
　図６は、本発明の第３の実施形態に係るものである。図６は、第３の実施形態における
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、電力供給部及び磁界検知部の動作と、カプセル型内視鏡の電源状態との相関を示す図で
ある。
【００６１】
　なお、以降の説明において、第１の実施形態または第２の実施形態と同様の構成を持つ
部分については、詳細な説明を省略する。また、本実施形態のカプセル型内視鏡は、第２
の実施形態のカプセル内視鏡の構成と同様の構成を有するものである。そのため、以降に
おいては、第１の実施形態及び第２の実施形態と異なる部分について主に説明を行うもの
とする。
【００６２】
　図６に示すように、時刻ｔ２１から時刻ｔ２４までの期間（期間Ｔ２１）は、磁界発生
部７から交流磁界が発せられている期間である。また、図６に示すように、時刻ｔ２４か
ら時刻ｔ２５までの期間（期間Ｔ２２）は、磁界発生部７から交流磁界が発せられていな
い期間である。
【００６３】
　本実施形態において、磁界発生部７は、図６に示すような交流磁界、すなわち、時刻ｔ
２１から時刻ｔ２４までの期間（期間Ｔ２１）にかけて周波数が漸次増加する磁界を発生
する。これにより、例えば、磁界検知用コイル１１及び共振用コンデンサ１６からなる共
振回路の共振周波数をｆｒ、掃引される下限周波数をｆ１、及び、掃引される上限周波数
をｆ２とした場合、共振周波数ｆｒにばらつきが生じたとしても、常にｆ１＜ｆｒ＜ｆ２
となるように掃引される周波数の上限及び下限が決定される。
【００６４】
　なお、本実施形態において、磁界発生部７は、所定の期間内において周波数が漸次増加
する磁界を発生するものに限らず、該所定の期間内において周波数が漸次減少する磁界を
発生するものであっても良い。
【００６５】
　一方、期間Ｔ２１において周波数が漸次増加する磁界が磁界発生部７から発せられた場
合、磁界検知用コイル１１及び共振用コンデンサ１６からなる共振回路の共振周波数ｆｒ
近辺において、該共振回路に交流電圧が発生する。具体的には、図６の時刻ｔ２２から時
刻ｔ２３までの期間において、前記共振回路に交流電圧が発生する。
【００６６】
　すなわち、磁界発生部７から発せられた交流磁界の周波数が時間経過とともに増加し、
前記共振回路の共振周波数ｆｒに近づくと、磁界検知用コイル１１の両端に電位差が発生
する。その後、磁界発生部７から発せられた交流磁界の周波数が共振周波数ｆｒを超えて
さらに増加し、共振周波数ｆｒとの差が大きくなると、磁界検知用コイル１１の両端に発
生していた電位差がなくなる。
【００６７】
　そして、磁界検知用コイル１１の両端に発生した電位差に基づく電気信号が整流部１８
を経ることにより、図６に示すように、時刻ｔ２２から時刻ｔ２３までの期間において、
ノードＮ３の信号レベルがＨレベルになる。また、図６に示すように、時刻ｔ２５から時
刻ｔ２８までの期間にかけて周波数が漸次増加する磁界が発生された場合も同様に、時刻
ｔ２６から時刻ｔ２７までの期間において、ノードＮ３の信号レベルがＨレベルになる。
【００６８】
　すなわち、本実施形態の磁界検知部６は、周波数が漸次増加する交流磁界が磁界発生部
７から１回分発せられる毎に、１つのパルスを有するパルス信号を出力する。
【００６９】
　そして、時刻ｔ２１から時刻ｔ２４までの期間に生じたパルス信号である、（ｔ２３－
ｔ２２）をパルス幅とするＨレベルのパルス信号が分周回路１５に入力されると、ノード
Ｎ４の信号レベルがＬレベルになるとともに、Ｐチャネル型ＦＥＴ９Ａがオン状態となる
。これにより、電源部８から照明部２、撮像部３及び無線伝送部４の各部への駆動電力の
供給が開始され、時刻ｔ２２から時刻ｔ２６までの期間カプセル型内視鏡１の電源がオン
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される。
【００７０】
　また、時刻ｔ２５から時刻ｔ２８までの期間に生じたパルス信号である、（ｔ２７－ｔ
２６）をパルス幅とするＨレベルのパルス信号が分周回路１５に入力されると、ノードＮ
４の信号レベルがＨレベルになるとともに、Ｐチャネル型ＦＥＴ９Ａがオフ状態となる。
これにより、電源部８から照明部２、撮像部３及び無線伝送部４の各部への駆動電力の供
給が停止され、時刻ｔ２６から次にノードＮ４の信号レベルがＬレベルになる時刻までの
期間カプセル型内視鏡１の電源がオフされる。
【００７１】
　なお、本実施形態において、磁界検知用コイル１１及び共振用コンデンサ１６からなる
共振回路のＱ値、及び、磁界発生部７から発せられる交流磁界の周波数の掃引速度は、分
周回路１５の動作速度に応じたものとして各々設定される。
【００７２】
　なお、本実施形態のカプセル型内視鏡１を用いた観察等についての説明は、第１の実施
形態において述べた手順と同様の手順により実施可能であるため、本実施形態における説
明は省略する。
【００７３】
　以上に述べたように、本実施形態のカプセル型内視鏡１は、磁界検知用コイル１１及び
共振用コンデンサ１６からなる共振回路の共振周波数ｆｒに個体差が生じた場合において
も、磁界発生部７から発せられる交流磁界の周波数と該共振周波数ｆｒとを合わせこむた
めの作業を行うことなく電源のオンオフを切り替えることができる。その結果、本実施形
態のカプセル型内視鏡１は、第１の実施形態において述べた効果に加え、電源のオンオフ
の切り替えを容易かつ安定的に行うことができる、という効果をさらに発揮する。
【００７４】
　なお、生体観察システム１０１が１つの磁界発生部７を有して構成される場合において
、カプセル型内視鏡１は、磁界検知用コイル１１を１つだけ具備して構成されるものに限
らず、磁界検知用コイル１１を複数具備して構成されるものであっても良い。
【００７５】
　具体的には、カプセル型内視鏡１は、例えば、カプセル型内視鏡１の前後方向（長手軸
方向）に相当するｘ方向、カプセル型内視鏡１の左右方向に相当するｙ方向、及び、カプ
セル型内視鏡１の上下方向に相当するｚ方向というような、相互に直交する有効軸を各々
有して配置された３個の磁界検知用コイル１１を具備して構成されるものであっても良い
。
【００７６】
　そして、カプセル型内視鏡１は、前述したような３個の磁界検知用コイル１１を具備し
て構成されることにより、磁界発生部７から発せられた交流磁界の検知感度を向上させる
ことができる。
【００７７】
　なお、以上に述べた各実施形態は、カプセル型内視鏡に対して適用されるものに限らず
、例えば、生体内の温度またはｐＨ等の生体情報を取得するための構成を有する、各種生
体情報取得装置に対して適用されるものであっても良い。
【００７８】
　また、以上に述べた各実施形態におけるカプセル型内視鏡は、被験者の体内に配置され
る前後の所望のタイミングにおいて、電源のオンオフの切り替えが可能であることは勿論
である。
【００７９】
　本発明は、上述した各実施形態に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しない範
囲内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
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【図１】本発明の第１の実施形態における生体観察システムの要部の構成を示す図。
【図２】本発明の第１の実施形態における、電力供給部及び磁界検知部の具体的な構成の
一例を示す図。
【図３】本発明の第１の実施形態における、電力供給部及び磁界検知部の動作と、カプセ
ル型内視鏡の電源状態との相関を示す図。
【図４】本発明の第２の実施形態における、電力供給部及び磁界検知部の具体的な構成の
一例を示す図。
【図５】本発明の第２の実施形態における、電力供給部及び磁界検知部の動作と、カプセ
ル型内視鏡の電源状態との相関を示す図。
【図６】本発明の第３の実施形態における、電力供給部及び磁界検知部の動作と、カプセ
ル型内視鏡の電源状態との相関を示す図。
【符号の説明】
【００８１】
　１　カプセル型内視鏡
　２　照明部
　３　撮像部
　４　無線伝送部
　５，５Ａ　電力供給部
　６　磁界検知部
　７　磁界発生部
　１０１　生体観察システム

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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